
伏美小屋とトイレの調査票 調査年月日：2022.9.3 調査員：小枝正人・仲俣善雄

□小屋名：伏美小屋（伏美岳避難小屋） □所有者と担当：芽室町（魅力創造課 0155-62-9736）

□定員：3０名

□実際の維持管理：芽室山の会

□何階建か：２階 □ストーブ：あり（燃料：薪）

□建物の傷み具合（ドア・外壁・屋内・屋根等）その他特記事項（具体的に）

小
屋
ト
イ
レ

□形態：別棟 □方式：貯留（汲み取り）

□換気扇：あり なし

□男性小便器：あり（１個） □男女共用：和式１穴

□トイレットペーパー：あり なし □和式の場合の手すり：あり なし

□トイレの清潔度：きれい まぁきれい きたない ひどくきたない（具体的に ）

□臭い：する 少しする 殆どしない □便槽内のゴミ投棄：殆どない ある

山のトイレを考える会（2022.10.11Rev1）

□協力金：なし（無料）

その他特記

調査区分（右の□にチェック） ■山小屋 ■別棟トイレ □携帯トイレ設備

２０１６年夏の台風（集中豪雨）でトムラウシ林道が登山口まで崩壊、通行止が続いている（７km）。
復旧の見込みは望めないほど大規模崩壊。伏美岳も困難度が上がった。林道も登山者が安全に歩けるよう維持管理が必要。
登山道には大きな変化はない（林道崩壊後も芽室山の会が登山道整備をしているようだ）。
別棟トイレは林道崩壊で汲み取りができないので使用禁止。携帯トイレの利用をお願いしている。

芽室山の会の上島様：林道崩壊後も登山道、伏見小屋の維持管理をしている。時期は分からないが、いつか林道復工事を
実施したいと聞いている（10.11）

１階

薪ストーブ

鉄骨造の伏美小屋と別棟トイレ

林道崩壊で汲み取りができないので、携帯トイレブースとして使用する

鉄骨造の建物。きれいに維持管理されていた

小屋と外の流し台。右は物置

２階
トイレ

携帯トイレブースとして使用お願い掲示 トイレ室は携帯トイレブースとして使用男子小便器はきれい

□水：外に流し台があったが使用できなかった（出しっぱなしが正常のようだ）
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